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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

（注）潜在株式調整後1株当たり四半期純利益については、1株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 11,854 22.3 △154 ― △465 ― △592 ―

22年3月期第2四半期 9,696 △38.0 76 38.8 46 ― △26 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △42.42 ―

22年3月期第2四半期 △1.91 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 20,140 2,046 9.5 136.72
22年3月期 19,442 2,676 13.1 181.83

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  1,910百万円 22年3月期  2,540百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00

23年3月期 
（予想）

― 0.00 0.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 22,500 7.1 350 260.8 150 ― 100 ― 7.16



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続を実施しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）４ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.５「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 13,976,000株 22年3月期  13,976,000株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  1,382株 22年3月期  1,382株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 13,974,618株 22年3月期2Q 13,974,618株
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当第２四半期連結累計期間における世界経済は、中国やインド等の新興国の経済成長は継続している

ものの、米国においては政府による景気刺激策の効果により緩やかな回復基調にあった経済も減速傾向

を示し、ユーロ圏においては依然として低調な推移が続くなど全体的な回復には至っておりません。 

 わが国経済におきましては、中国をはじめとした新興国の経済成長に支えられた輸出の拡大や政府の

経済対策の効果により、企業収益も大企業を中心に持ち直し、回復の兆しが見え始めたのも束の間、米

国経済の減速懸念から円高が予想以上に進展し、輸出関連企業を中心に業績に悪影響を及ぼす事態とな

りました。また、厳しい雇用情勢やデフレ状態も継続するなど、依然として先行き不透明な状況に変わ

りはありません。 

 プリント配線板業界におきましては、政府の経済対策の継続効果に支えられたデジタル家電関連やホ

ームアプライアンス関連、カーエレクトロニクス関連の分野は堅調に推移しましたが、経済対策の終息

に向け先行きは不安定なものであります。 

 このような状況のなか当社グループは、プリント配線板事業におきましては、国内営業ではエコカー

減税等の効果により需要が堅調であるカーエレクトロニクス関連や、エコポイント制度の継続で引き続

き需要が好調なホームアプライアンス関連を中心に活動を展開するとともに、ソーラーシステムやLED

関連商品といった環境関連分野へのプリント配線板供給の強化に注力いたしました。 

 また、海外営業におきましては、成長が継続する中国を中心としたアジア市場をターゲットに受注の

拡大を図りました。 

 一方、生産活動におきましては、製造力強化活動を継続して展開し、労働生産性向上・リードタイム

短縮等を進め生産体制の強化を図るとともに、品質向上及び各種固定費の削減にも取り組みました。ま

た、海外生産では、白井電子科技(珠海)有限公司の生産品確保と生産量の増強を図り、順調に生産量を

拡大してまいりました。 

 プリント配線板外観検査機事業におきましては、今期新たに開発したモジュール基板やパッケージ基

板等の高機能基板向け検査機や、手動式の両面同時撮像式検査機の新商品をラインナップに加え、見本

市（展示会への出展）やプレスリリースで周知を図るなど販売市場の拡大に取り組みました。 

 このような取り組みの結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は11,854百万円となり、前年

同期比では2,158百万円（22.3％）の増収となりました。 

 損益につきましては、売上高は増収となりましたが、白井電子科技(珠海)有限公司の生産量はほぼ計

画通りの推移を示したものの原価率が悪化したことや、工場稼動に伴う販売費及び一般管理費も増加と

なったことから、前年同期比では231百万円減益の154百万円の営業損失となりました。 

 経常損益につきましては、工場稼動に伴い開業費の発生はなくなりましたが、予想を遥かに超える円

高の進展により、多大な為替差損が発生したこと及び持分法適用会社の業績悪化等から465百万円の経

常損失となり、前年同期比では511百万円の減益となりました。 

 四半期純損益につきましては、特別損失に資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額を計上したこと

及び税金費用が増加したことなどにより、前年同期比では566百万円減益の592百万円の四半期純損失と

なりました。 

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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セグメントの業績は、次のとおりであります。 

(プリント配線板事業) 

 プリント配線板事業につきましては、市場全般が回復傾向を示したことに加え、政策的な恩恵を受け

たカーエレクトロニクス関連やホームアプライアンス関連からの受注が堅調であったことから、プリン

ト配線板事業の売上高は11,514百万円となりました。  

 損益面につきましては、売上高は増収となりましたが、白井電子科技(珠海)有限公司の生産量はほぼ

計画通りの推移を示したものの原価率が悪化したことや、工場稼動に伴う販売費及び一般管理費も増加

となったことから、229百万円の営業損失となりました。 

  

(プリント配線板外観検査機事業) 

 プリント配線板外観検査機事業につきましては、検査機のラインナップ充実に加え、市場の回復傾向

に呼応した設備投資意欲の向上により、中国市場を中心に安定した受注が継続したことから、売上高は

390百万円となりました。 

 損益面につきましては、売上高の増収効果により91百万円の営業利益となりました。  

  

  

(資産) 

当第２四半期末の資産合計は、20,140百万円(前連結会計年度末比698百万円増)となりました。その

内訳は、流動資産が9,494百万円(前連結会計年度末比82百万円減)、固定資産が10,646百万円(前連結会

計年度末比780百万円増)であり、主な増減要因は次のとおりであります。 

 流動資産の増加は、受注高が順調に推移し増収となり受注残高も増加したことから、売上債権及び製

品・仕掛品が486百万円増加したことや白井電子科技(珠海)有限公司の工場稼動により相殺待ち増値税

他が215百万円増加したものの、支払サイトの短縮等により現金及び預金が662百万円減少したことや、

原材料残高を85百万円圧縮したことによるものであります。 

 固定資産のうち有形固定資産については、減価償却の実施はしたものの、白井電子科技(珠海)有限公

司に機械及び装置を投資したことや従業員寮の建設費用を建設仮勘定に計上したことにより889百万円

増加いたしました。一方、投資その他の資産は、持分法適用会社の業績悪化に伴う関係会社株式の減少

等により88百万円減少しております。 

(負債) 

当第２四半期末の負債合計は、18,094百万円(前連結会計年度末比1,327百万円増)となりました。そ

の内訳は、流動負債が9,834百万円(前連結会計年度末比1,145百万円増)、固定負債が8,260百万円(前連

結会計年度末比182百万円増)であり、主な増減要因は次のとおりであります。 

 流動負債の増加は、白井電子科技(珠海)有限公司の工場稼動に伴う運転資金等を調達したことによ

り、短期借入金が1,225百万円増加したことによるものであります。 

 固定負債の増加は、資産除去債務129百万円を計上したことによるものであります。 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

シライ電子工業株式会社（6658)　平成23年3月期　第2四半期決算短信

－3－



 

  
(純資産) 

当第２四半期末の純資産合計は、2,046百万円(前連結会計年度末比629百万円減)となりました。その

主な減少要因は四半期純損失を592百万円計上したこと及び株価の低迷によりその他有価証券評価差額

金が31百万円悪化したことによるものであります。  

  

  

(キャッシュ・フローの状況の分析) 

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物の期末残高は1,209百万円となり、前年同

期比では1,772百万円減少いたしました。 

 (営業活動によるキャッシュ・フロー) 

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、1,046百万円の流出と

なり、前年同期比では1,303百万円の流出増加となりました。その主な増減要因は、当第２四半期連

結累計期間は税金等調整前四半期純損失となり736百万円流出増加となったことや、売上債権の増減

額が424百万円、たな卸資産の増減額が355百万円増加したことにより資金獲得が減少したことによる

ものであります。 

 (投資活動によるキャッシュ・フロー) 

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、852百万円の流出とな

り、前年同期比では148百万円の流出増加となりました。その主な増減要因は、白井電子科技(珠海)

有限公司の設備増強等による有形固定資産の取得による支出が175百万円増加したことによるもので

あります。 

 (財務活動によるキャッシュ・フロー) 

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、1,286百万円の獲得と

なり、前年同期比では1,630百万円獲得増加となりました。その主な増減要因は、短期借入金の純増

減額が1,515百万円増加したことや、長期借入れによる収入が304百万円増加したことによるものであ

ります。 

  

第３四半期以降の業績の見通しにつきましては、当第２四半期連結累計期間におきまして売上高、営

業利益が予想を上回る額で推移していること及び国内・海外とも景気や為替の動向が不透明であること

を鑑み、今後の動向を慎重に見極めたく、現時点におきましては通期の業績修正は行わず、据え置いて

おります。 

 今後、業績予想の修正が必要なことが判明いたしました場合には、速やかに公表させていただきま

す。 

  

  

  

  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

（簡便な会計処理） 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がな

いと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

②棚卸資産の評価方法 

当第２四半期連結会計期間末の棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものに

ついてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

③固定資産の減価償却費の算定方法 

減価償却の方法として定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額

を期間按分して算定する方法によっております。 

④経過勘定項目の算定方法  

固定費的な要素が大きく、合理的な算定方法によって見積った概算額で計上する方法によっており

ます。 

⑤繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差

異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合については、前連結会計年度において使用した

将来の業績予想やタックス・プランニングを利用する方法によっております。また、前連結会計年度

末以降に経営環境等、または、一時差異等の発生状況に著しい変化が認められた場合については、前

連結会計年度において使用した将来の業績予想やタックス・プランニングに当該著しい変化の影響を

加味したものを利用する方法によっております。 

（特有の会計処理） 

該当事項はありません。   

  

①「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」(企業会計基準第16号  平成20年３月

10日公表分)及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」(実務対応報告第24号  平

成20年３月10日)を適用しております。これによる損益に与える影響はありません。 

  

② 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号  平成20

年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号  平成

20年３月31日)を適用しております。これによる当第２四半期連結累計期間の営業損益、経常損益へ

の影響は軽微であり、税金等調整前四半期純損失は115百万円増加しております。また、当会計基準

等の適用開始による資産除去債務の変動額は128百万円であります。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,819 2,482

受取手形及び売掛金 5,265 5,048

製品 1,129 951

仕掛品 382 290

原材料及び貯蔵品 350 431

繰延税金資産 116 116

その他 432 256

貸倒引当金 △1 △1

流動資産合計 9,494 9,576

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,741 3,826

その他（純額） 4,425 3,451

有形固定資産合計 8,167 7,278

無形固定資産 262 282

投資その他の資産 2,216 2,304

固定資産合計 10,646 9,865

資産合計 20,140 19,442
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,806 4,441

短期借入金 2,702 1,476

1年内返済予定の長期借入金 1,750 1,764

未払法人税等 57 100

賞与引当金 166 152

その他 1,351 752

流動負債合計 9,834 8,688

固定負債

長期借入金 6,776 6,705

退職給付引当金 867 824

資産除去債務 129 －

その他 486 547

固定負債合計 8,260 8,077

負債合計 18,094 16,766

純資産の部

株主資本

資本金 1,361 1,361

資本剰余金 1,476 1,476

利益剰余金 △658 △65

自己株式 △0 △0

株主資本合計 2,179 2,772

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △25 6

為替換算調整勘定 △243 △237

評価・換算差額等合計 △268 △231

少数株主持分 136 135

純資産合計 2,046 2,676

負債純資産合計 20,140 19,442
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(2) 四半期連結損益計算書

【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日

 至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年９月30日)

売上高 9,696 11,854

売上原価 8,292 10,371

売上総利益 1,403 1,482

販売費及び一般管理費 1,327 1,637

営業利益又は営業損失（△） 76 △154

営業外収益

受取利息 2 0

受取配当金 9 3

投資不動産賃貸料 30 28

為替差益 214 －

その他 45 33

営業外収益合計 303 66

営業外費用

支払利息 110 94

為替差損 － 203

持分法による投資損失 30 55

開業費 175 －

その他 16 23

営業外費用合計 333 376

経常利益又は経常損失（△） 46 △465

特別利益

固定資産売却益 15 3

役員退職慰労引当金戻入額 104 －

貸倒引当金戻入額 0 1

特別利益合計 120 4

特別損失

固定資産廃棄損 8 4

固定資産売却損 0 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 113

特別損失合計 8 117

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

158 △578

法人税、住民税及び事業税 59 24

法人税等調整額 118 △14

法人税等合計 177 10

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △588

少数株主利益 7 4

四半期純損失（△） △26 △592
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
 至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日

 至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

158 △578

減価償却費 227 339

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 113

リース資産減損勘定の取崩額 △48 △30

賞与引当金の増減額（△は減少） 1 14

退職給付引当金の増減額（△は減少） 14 43

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △454 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △1

受取利息及び受取配当金 △12 △4

支払利息 110 94

為替差損益（△は益） △146 192

固定資産売却損益（△は益） △15 △3

固定資産廃棄損 8 4

持分法による投資損益（△は益） 30 55

売上債権の増減額（△は増加） 207 △216

たな卸資産の増減額（△は増加） 149 △205

仕入債務の増減額（△は減少） △450 △638

未払消費税等の増減額（△は減少） △30 21

その他 396 △93

小計 147 △893

利息及び配当金の受取額 12 4

利息の支払額 △109 △92

法人税等の支払額 △5 △100

法人税等の還付額 212 36

営業活動によるキャッシュ・フロー 257 △1,046

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △70 －

定期預金の払戻による収入 10 －

有形固定資産の取得による支出 △653 △829

有形固定資産の売却による収入 22 3

無形固定資産の取得による支出 △41 △11

投資有価証券の取得による支出 △56 △66

投資有価証券の売却による収入 50 60

その他 34 △8

投資活動によるキャッシュ・フロー △704 △852
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日

 至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △255 1,260

長期借入れによる収入 670 974

長期借入金の返済による支出 △744 △918

リース債務の返済による支出 △13 △26

少数株主への配当金の支払額 － △4

財務活動によるキャッシュ・フロー △344 1,286

現金及び現金同等物に係る換算差額 79 △50

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △710 △662

現金及び現金同等物の期首残高 3,714 1,872

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減額
（△は減少）

△21 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,982 1,209
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当第２四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日) 

 該当事項はありません。 

  

  

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日) 

 
(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業の主な内容  

 (1)プリント配線板事業・・・・・・・プリント配線板の製造販売  

 (2)プリント配線板外観検査機事業・・プリント配線板外観検査機の開発・販売  

 (3)その他の事業・・・・・・・・・・運送業及び人材派遣・業務請負  

  

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日) 

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。  

２ 当第２四半期連結累計期間 

第１四半期連結会計期間より、Shirai Electronics Technology America，Inc.につきましては休眠会社

であり、重要性が乏しいため連結の範囲から除外しております。  

これに伴い、所在地別セグメントの「その他の地域」につきましては実績が無くなったため、第１四半期

連結会計期間より記載しておりません。  

  

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日) 

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。  

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域  

(1)その他アジア・・・シンガポール、台湾、インドネシア、マレーシア、フィリピン、韓国、マカオ 

(2)その他・・・・・・英国、米国  

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

プリント 
配線板事業 
(百万円)

プリント 
配線板外観 
検査機事業 
(百万円)

その他の 
事業 

(百万円)

計 
(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円)

連結 
(百万円)

売上高 9,498 202 178 9,879 (183) 9,696

営業利益 51 14 2 68 7 76

【所在地別セグメント情報】

日本 
(百万円)

中国・香港 
(百万円)

計 
(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円)

連結 
(百万円)

売上高 6,105 4,274 10,380 (683) 9,696

営業利益又は営業損失(△) △109 203 93  (16) 76

【海外売上高】

中国・香港 その他アジア その他 計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 2,880 861 69 3,810

Ⅱ 連結売上高(百万円) ― ― ― 9,696

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

29.7 8.9 0.7 39.3
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(追加情報) 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号

 平成20年３月21日)を適用しております。 

  

１  報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメント情報は、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能

であり、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となって

いるものであります。 

 当社グループは、製品・サービス別の事業部門（一部の製品・サービスについては子会社）を置き、各

事業部門及び子会社は、取り扱う製品・サービスに係る国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動

を行っております。 

 従って、当社グループは、事業部門及び子会社を基礎として事業セグメントが構成されており、それら

を製品・サービス別に集約した「プリント配線板事業」、「プリント配線板外観検査機事業」の２つを報

告セグメントとしております。 

「プリント配線板事業」は、設計・試作から量産品までのプリント配線板の製造・販売を行っておりま

す。「プリント配線板外観検査機事業」は、プリント配線板外観検査機の開発・販売及び保守サービスを

行っております。 

  

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日) 

(単位：百万円) 

 
 (注)１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送業及び人材派遣・業務請負

を含んでおります。 

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額△27百万円には、セグメント間取引消去が含まれております。 

３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日)  

 該当事項はありません。  

  

【セグメント情報】

報告セグメント
その他 
(注)１

合計
調整額 
(注)２

四半期連結損益
計算書計上額 

(注)３
プリント 
配線板事業

プリント配線板
外観検査機事業

計

売上高

外部顧客への売上高 11,514 311 11,826 28 11,854 ― 11,854

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― 79 79 226 305 △305 ―

計 11,514 390 11,905 254 12,160 △305 11,854

セグメント利益 
又は損失(△)

△229 91 △137 10 △127 △27 △154

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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